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特集特集 新しい一歩 ～新任民生委員・児童委員に聞きました～ 

前任の方の急な引っ越しと次になる方がなかなかいないというので受けることにしました。
右も左も上も下も何もわからず不安の中、半年が過ぎました。

不安を感じるのは、それだけ地域と真剣に向き合おうとされている証拠です。最初は誰もが初心者。一人で抱え
込まず、新任の方もベテランもお互いに支え合いながら、一歩ずつ活動していきましょう。

スクールヘルパーでご一緒の方からお誘いがあり、子育ての中でいろんな勉強もできると聞いて、
なってみようと思いました。

　令和 7 年 12 月 1 日の一斉改選により、北九州市では、
224 名の新任民生委員・児童委員の方々をお迎えしました。
就任されて早９ヶ月が過ぎ、少しずつ活動に慣れてきた頃
でしょうか？
　今回は、広報委員が自身の区の新任委員へインタビュー
を行いましたので、ご報告いたします。

□ 民生委員・児童委員になったきっかけは？

不安はないと言えばウソになるかもしれませんが、考えても仕方ないし、先輩方を頼りに前向き
に頑張ります！

本音を申しますと自分が民生委員として活動することは全く考えてもいませんでした。不安だら
けですがお引き受けした以上は勉強しながら地域の方々のお力になれますよう頑張りたいです。

初めての就任で不安もたくさんありますが、先輩委員さんに教わりながら地域の皆さんとのつな
がりを大切にし、お役に立てるよう活動していきたいです。

民生委員の活動もよくわからずに引き受けました。担当世帯の訪問から始まり、初対面の私に玄
関のドアを開けてくれるか不安でした。丁寧に時間をかけて訪問し、地域や仲間同士の繋がりを
大事にして無理のない活動を続けていきたいです。

介護職の経験の中で、支援が必要なのに受ける術を知らず、孤立している方々を多く見てきました。
行政の支援へとつなぐ架け橋となり、誰もが安心して暮らせるお手伝いをしたいと思います。

□ 活動への不安はありますか？

□ 今後の活動に向けて、一言お願いします！
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♪第45回リレーエッセイ

心
こ
そ
大
切
に

次回は、小倉北区の民生委員・児童委員さんです。お楽しみに★
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田
野
浦
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
が

P
T
A
の
会
長
を
し
て
い
た
頃
、

地
域
の
体
育
大
会
の
実
行
委
員
と

し
て
自
治
会
の
人
た
ち
と
知
り

合
っ
た
。
校
区
の
二
十
町
内
会
を

五
組
に
分
け
、
老
若
男
女
が
競
技

に
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
、
自
治
会

に
推
薦
さ
れ
主
任
児
童
委
員
と

な
っ
た
。「
の
び
の
び
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
」の
知
ら
せ
が
福
祉
課
か
ら
あ
っ

た
。
訪
問
す
る
と
「
な
ん
で
男
性

が
？
」
と
い
う
顔
を
毎
回
さ
れ
た
。

本
当
に
困
っ
た
。
平
穏
だ
と
思
っ

て
い
た
地
域
に
も
ネ
グ
レ
ク
ト
が

あ
っ
た
。
見
守
り
の
中
、
児
童
自

身
が
通
報
し
て
母
親
が
拘
留
さ
れ

た
。
辛
い
記
憶
で
あ
る
。

　

世
帯
担
当
に
な
っ
た
。
生
活
保

護
申
請
し
た
外
国
籍
の
女
性
と
面

談
し
た
。
日
本
語
を
話
す
こ
と
、

読
む
こ
と
は
で
き
る
が
漢
字
は
無

理
と
の
こ
と
。
保
護
課
を
訪
ね
、

英
文
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
探
し
て

も
ら
っ
た
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
か

ら
小
学
生
の
二
人
の
子
供
を
見

守
っ
た
。
数
年
後
、
彼
女
が
私
を

見
つ
け
「
憶
え
て
い
ま
す
か
？
」

と
聞
か
れ
、
憶
え
て
い
ま
す
よ

と
返
し
た
ら
、「
あ
の
時
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
一
礼

さ
れ
た
。
民
生
委
員
で
良
か
っ
た

と
思
っ
た
。

田
野
浦
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
　
正
池
　
雄
二

　令和８年度 地区民生委員児童委員協議会会長研修会が、6月24日（水）にウェルとばた３階中ホール等で開催さ
れ、112人が参加しました。
　今回は、北九州市立大学の坂本毅啓先生と片山祥子先生を講師にお迎えし、「チームづくりに繋げる相談援助の
技術 ～委員を支え、まとめる関わり方～」というテーマでご講演をいただきました。相手が安心して話せるコミュ
ニケーションのポイントや傾聴の意義、聴く力をリーダーシップに活かす方法などについて理解を深めるととも
に、地区会長としてチームを支え、周囲と協力しながら活動を進めることの重要性についても学びました。
　グループワークでは、北九州市立大学の学生23人や区社協職員を交えて、「これからの時代に求められる『地域
のつながり』」について活発な議論が行われました。また、情報交換では地区会長同士で日頃の活動における課題
や取組について各地区の事例や工夫を共有しています。同じ立場だからこそ通じ合えることが多く、互いに励ま
しを受ける場となり、今後の活動への前向きなエネルギーにもつながる有意義な研修となりました。

パ
ネ
ル
に
よ
る

広
報
啓
発
活
動
！
◀

▶
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

　
の
様
子
★

日程：令和８年6月２4日(水)
場所：ウェルとばた3階　中ホール他報告報告 令和８年度 地区民児協会長研修会

令和８年度 市民児協評議員会

報告報告 活動啓発パネル展・オープンカフェ

評議員85名が出席し、令和７年度の活動報告・決算、
令和８年度の活動計画・予算についての
審議が行われ、承認されました。

講義の様子 グループワークの様子

　5月12日の「民生委員・児童委員の日」から始まる活動強化週間に
合わせ、市民児協では、民生委員・児童委員の活動を広く知ってい
ただくことを目的に「パネル展」を開催し、広報・啓発活動を行いま
した。会場では、全民児連が作成した活動PR動画を上映し、来場者
に民生委員・児童委員の役割や活動内容を紹介しました。

　さらに、5月23日（土）には「オープンカフェ」を開催し、お菓子や
コーヒーを楽しみながら気軽に立ち寄れる交流の場を設けまし
た。来場者からは活動内容に関する質問や日頃の困りごとについ
ての相談も寄せられ、民生委員・児童委員をより身近に感じていた
だく機会となりました。当日は約80名が来場し、地域住民とのつな
がりを深めるとともに民生委員・児童委員の活動への理解と関心
を高める有意義な取組となりました。

日程：パネル展は令和８年５月９日（土）～２５日（月）
　　  オープンカフェは令和８年５月２３日（土）
場所：ウェルとばた２階　活動交流プラザ
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広
報
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
９
か
月
、
無
事
に
「
民
児

協
だ
よ
り
」
60
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

原
稿
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
活
動
の
役
に
立
つ
紙
面
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
報
委
員（
若
松
区
）　
水
流
　
美
千
代

編
集
後
記

報告報告

　令和８年度 九州ブロック民生委員・児童委員関係事業会議は、7月30日（木）～31日（金）に宮崎観光ホテルでの
開催を予定していましたが、熊本県を震源とする地震の発生に伴い、見送りとなりました。本会議は、九州各県お
よび指定都市の民児協代表者および事務局関係者が一堂に会し、地域に寄り添った民生委員・児童委員活動の課
題等を共有し、意見交換を行うことにより、九州ブロック内の連携を深め、より一層充実した活動を展開すること
を目的として開催されるものです。
　このたびの地震により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、同じ九州ブロックの一員とし
て、今後の熊本県への支援につきまして皆様の温かいお心寄せとご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　本来協議する予定であった議題は以下のとおりです。 

１．多様な機関や人々が連携・協働する地域共生社会にて求められる
　 これからの民生委員とは  ～制度創設110周年の節目を控えて～
２．一斉改選後の組織基盤の強化による「なりて確保」に向けた環境整備の促進
３．今日的な制度の狭間にある地域の福祉課題への対応に向けて
　 （１）～高齢社会における高齢者支援～
　 （２）～こどもまんなか社会におけるこども・若者・子育て支援～

日程：令和８年７月２４日（金）
場所：ウェルとばた８階 ８１・８２会議室

令和８年度 九州ブロック民生委員・児童委員関係事業会議について

報告報告 令和８年度 正副会長と市との意見交換会

令和７年度 活動件数について報告

全　　　　体 うち 主任児童委員

項　　目

相談・
支援件数

訪問回数

連絡調整
回数

R７年度

55,279

272,791

93,261

R６年度

57,155

279,286

97,417

比　　較

-1,876

-6,495

-4,156

R７年度

3,976

3,037

18,115

R６年度

4,178

2,641

18,667

比　　較

-202

396

-552

　令和８年７月24日（金）、市民児協正副会長と市役所担当４課による意見交換
を開催しました。今回が初めての意見交換の場となり、民生委員・児童委員活動
の現状や地域が抱える課題について、それぞれの立場から率直に意見を交わし
ました。
　市からは各担当課の取組について説明があり、その後、担い手不足や関係機
関との連携のあり方などについて意見交換を行いました。民生委員・児童委員
が地域で感じている課題や現場の声を直接伝えるとともに、市からも行政の考
え方や現状について説明があり、お互いの理解を深める有意義な機会となりま
した。
　今後も、地域福祉の充実に向け、市と民児協が継続して情報共有や意見交換
を行い、連携を一層深めていくことを確認しました。

主な意見交換の内容
● 民生委員のなり手確保と地域福祉の担い手不足（地域福祉推進課）
● 町内会未加入世帯の増加と地域基盤の弱体化への対応（地域振興課）
● 不登校の実態把握と学校の情報共有のあり方（教育委員会）
● 主任児童委員活動の推進と関係機関との連携強化（子育て支援課）

と
も
に
が
ま
だ
す
ば
い
！



　

昨
年
12
月
に
地
区
会
長
を
お
受
け
し

て
半
年
、
小
倉
北
区
民
児
協
地
区
会
長

会
で
は
戸
惑
い
な
が
ら
分
か
ら
な
い
事

も
多
々
あ
り
両
隣
の
地
区
会
長
様
に
お

尋
ね
し
な
が
ら
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
に
戻
っ
て
月
１
回
の
定
例

会
で
の
司
会
は
各
委
員
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
あ
た
た
か
い
気
持
ち
で
協

力
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
見
守
り
活
動
を
中
心
に
町
内

会
長
や
福
祉
協
力
員
の
方
々
と
連
携
し

て
寿
山
校
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
連
絡

調
整
会
議
、
寿
山
独
自
の
サ
ロ
ン
活
動

「
寿
々
カ
フ
ェ
」、
委
員
相
互
の
研
修
会

の
開
催
で
、
地
域
福
祉
の
つ
な
ぎ
役
と

し
て
高
齢
者
の
皆
様
の
安
否
確
認
や
子

育
て
支
援
等
お
力
に
な
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

寿
山
地
区
で
６
月
22
日
（
月
）
に
開

催
し
た
第
１
回
委
員
研
修
会
で
は
８
名

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
参
加
し
「
在

宅
医
療
と
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

ｄ
ｅ 

人

生
会
議
」
を
テ
ー
マ
に
小
倉
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
の
方

か
ら
在
宅
医
療
の
仕
組
み
や
地
域
で
支

え
る
た
め
の
連
携
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
住
民
の
た
め
に
医
療
・
介
護
・

地
域
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
を
考

え
、
参
加
し
た
民
生
委
員
か
ら
は
、「
在

宅
医
療
の
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
分

か
っ
た
」、「
地
域
で
で
き
る
支
援
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

　
『
夢
を
語
り

合
う
ま
ち
寿

山
』の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
寿

山
地
区
に
お
住

い
の
皆
様
が

安
心
し
て
安

全
に
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る

よ
う
各
担
当

民
生
委
員
14

名
と
共
に
精
一

杯
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り

ま
す
。

安
心
し
て
安
全
に
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る 『
夢
を
語
り
合
う
ま
ち
寿
山
』

小
倉
北
区
寿
山
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　
会
長
　
大
内
田
　
和
子

　

八
幡
大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

地
域
活
性
化
事
業
「
み
ん
な
で
お
す
そ

わ
け
in
中
央
町
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
は
、
寄
贈
等
に
よ
る
食
料
品

の
お
す
そ
わ
け
、
地
区
の
民
生
委
員
に

よ
る
困
り
ご
と
相
談
を
は
じ
め
、
空
き

家
・
ペ
ッ
ト
適
正
飼
育
・
終
活
・
ス
マ
ホ
・

健
康
な
ど
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
た
無
料
相

談
会
、
ふ
る
ま
い
や
縁
日
等
の
交
流
事

業
で
す
。
自
治
区
会
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
団
体
等
多
く
の
団
体
の
協
力
が
あ

り
、
昨
年
12
月
に
4
回
目
を
む
か
え
ま

し
た
。

　

私
達
主
任
児
童
委
員
を
含
む
民
生
委

員
も
毎
回
事
前
準
備
か
ら
参
加
し
て
い

ま
す
。
当
日
は
会
場
設
営
か
ら
始
ま
り
、

受
付
、
無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
お
楽
し

み
縁
日
、
ふ
る
ま
い
の
調
理
・
配
膳
等

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
受
付
で
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
配
布
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記

入
し
て
貰
っ
た
後
に
食
品
を
配
布
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
を
配
り
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
お

菓
子
が
貰
え
ま
す
。
無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
の
担
当

を
し
、
お
楽
し
み
縁
日
で
は
子
ど
も
食

堂
や
地
域
の
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
達
と
8
ヶ
所
の
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
参
加

者
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
様
々
な
団
体

と
幅
広
い
年
代
が
集
ま
り
、
地
域
住
民

及
び
支
援
機
関
の
顔
と
顔
が
見
え
る
関

係
作
り
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
地
域

活
動
に
参
加
し
地
域
社
会
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
地
域
と
繋
が
っ
て
い
く

八
幡
東
区
中
央
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　
主
任
児
童
委
員
　
渡
邊
　
由
美

4
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受　　付

民
生
委
員
の

Ｑ
＆
Ａ

Q　

な
か
な
か
会
え
な
い
対
象
者
が
増
え
ま
し
た
。中
に
は
、オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。良
い
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A　

不
在
が
続
く
場
合
は
、訪
問
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
や
手
紙
の
投
函
、電
話
な
ど
複
数
の
手
段
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
有
効
で
す
。オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、管
理
人

や
管
理
会
社
に
事
情
を
伝
え
て
お
く
こ
と
も
一
案
で
す
。日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
意
識
し
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
無
理

の
な
い
見
守
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

食料配布

じ
ゅ   

じ
ゅ


